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大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞・⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
再
考

─
再
構
成
さ
れ
る
諏
訪
の
伝
承

─
間

枝

遼
太
郎

一

は
じ
め
に

一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
日
本
古
代
史
学
の
分
野
で
は
、

⽛
郡
⽜
の
前
に
⽛
評
⽜
が
設
置
さ
れ
て
い
た
か
否
か
を
め
ぐ
る
、
所
謂
郡
評
論
争

が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
論
争
の
最
中
、
あ
る
一
つ
の
史
料
が
田
中
卓
氏
に

よ
っ
て
学
界
に
紹
介
さ
れ
る
。
名
は
⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞。
熊
本
県
の
阿
蘇
神

社
の
社
家
阿
蘇
氏
の
系
図
の
う
ち
、⽛
異
本
阿
蘇
氏
系
図
⽜
と
分
類
さ
れ
る
中
の

一
本
で
あ
る
。
こ
の
系
図
の
中
に
は
評
の
長
官
を
意
味
す
る
⽛
評
督
⽜
の
語
が

記
載
さ
れ
て
お
り
、⽛
評
⽜
が
⽛
郡
⽜
へ
変
わ
っ
た
こ
と
を
明
示
す
る
古
代
の
新

出
史
料
の
一
つ
と
し
て
見
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
⚑
）。
た
だ
、
そ
の
存
在
は
郡

評
論
争
を
決
定
的
に
左
右
す
る
ほ
ど
の
力
は
持
た
な
か
っ
た
が
（
論
争
は
最
終

的
に
藤
原
京
出
土
の
木
簡
が
決
め
手
と
な
っ
て
終
結
し
た
）、
一
方
で
⽝
阿
蘇
家

略
系
譜
⽞
へ
の
注
目
は
、
内
部
に
あ
る
諏
訪
社
関
係
の
記
述
を
中
心
と
し
て
、

諏
訪
信
仰
研
究
の
場
に
舞
台
を
移
し
て
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

諏
訪
信
仰
研
究
の
中
で
早
く
⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
の
史
料
性
に
つ
い
て
肯
定

的
に
言
及
し
た
の
は
、
金
井
典
美
氏
で
あ
る
。
金
井
氏
は
⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞

の
記
述
が
、
諏
訪
上
社
の
大
祝
家
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞

（⽝
諏
訪
史
料
叢
書
⽞
巻
二
十
八
所
収
の
⽝
神
氏
系
図
称
一
族
系
図
（
⚒
）⽞）
と
多
く
符

合
す
る
部
分
の
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
地
理
的
に
大
き
く
隔
た
っ
た
二
つ
の
地

に
伝
わ
る
系
図
が
共
通
す
る
内
容
を
持
つ
こ
と
な
ど
を
重
視
し
、⽝
阿
蘇
家
略

系
譜
⽞（
お
よ
び
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞）
を
信
頼
で
き
る
史
料
と
し
て
扱
っ
た
（
⚓
）。

ま
た
、
自
治
体
史
⽝
諏
訪
市
史
⽞
も
⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
を
史
料
と
し
て
肯
定

的
に
評
価
し
、
そ
こ
に
見
え
る
記
述
が
⽝
諏
方
大
明
神
画
詞
⽞
な
ど
に
見
え
る

伝
承
よ
り
⽛
史
実
を
反
映
し
た
可
能
性
が
よ
り
高
い
と
み
る
こ
と
が
自
然
（
⚔
）⽜
と

す
る
な
ど
、
一
時
期
⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
や
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
を
古
代
史

の
史
料
と
し
て
扱
う
例
が
増
加
し
た
。

し
か
し
一
九
九
六
年
、
村
崎
真
智
子
氏
が
⽛
異
本
阿
蘇
氏
系
図
⽜
の
成
立
に

つ
い
て
論
じ
（
⚕
）、⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞が
阿
蘇
で
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
点
、⽝
阿

蘇
家
略
系
譜
⽞
の
作
成
者
が
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
系
図
学
者
・
中
田
憲



― 2―― 3―

信
で
あ
る
点
を
指
摘
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
の
史
料
性
に
疑

問
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
作
成
さ
れ
た
系
図
が
何
ら
か
の
古

い
史
料
を
素
材
と
し
て
い
る
可
能
性
は
依
然
と
し
て
残
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
れ

が
そ
の
ま
ま
古
代
か
ら
伝
わ
る
系
図
で
あ
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
そ
の
系
図
の
内
容
に
関
し
て
も
、
小
林
敏
男
氏
に
よ
っ
て
、⽝
阿
蘇
家
略

系
譜
⽞
内
で
主
張
さ
れ
る
阿
蘇
氏
と
科
野
国
造
が
血
縁
的
同
族
関
係
に
あ
る
と

い
う
説
が
歴
史
学
的
検
討
に
よ
り
否
定
さ
れ
、
ま
た
系
図
の
信
憑
性
の
最
大
の

根
拠
と
な
っ
て
い
た
⽛
評
督
⽜
に
つ
い
て
も
時
代
が
合
わ
な
い
こ
と
が
指
摘
さ

れ
た
（
⚖
）。
た
だ
し
、
近
年
で
も
⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
の
最
初
の
紹
介
者
で
あ
る
田

中
卓
氏
は
⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
と
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
を
古
代
史
の
史
料
と
し

て
用
い
て
お
り
（
⚗
）、
ま
た
二
〇
二
二
年
に
は
田
島
公
氏
が
や
は
り
古
代
史
研
究
に

大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
を
用
い
て
い
る
（
⚘
）と
い
っ
た
よ
う
に
、
村
崎
論
以
降
も
こ
れ

ら
の
系
図
を
古
代
の
史
料
と
し
て
扱
う
例
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
（
⚙
）。

そ
の
よ
う
に
古
代
史
研
究
へ
の
利
用
が
続
い
て
い
る
の
は
、
村
崎
氏
の
論
考

が
⽛
別
稿
（
詳
論
篇
）
の
要
約
⽜
で
あ
り
完
全
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に

も
理
由
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
い
つ
か
改
訂
版
を
発
表
す
る
と
し
て

い
た
村
崎
氏
は
、
新
稿
を
発
表
す
る
前
に
逝
去
さ
れ
た
。
ま
た
、
村
崎
氏
が
調

査
し
た
異
本
系
の
諸
系
図
の
う
ち
主
要
な
⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
な
ど
は
、
現
在

は
元
の
所
蔵
者
で
あ
る
阿
蘇
神
社
社
家
阿
蘇
家
に
も
存
在
が
確
認
で
き
な
い
と

井
原
今
朝
男
氏
が
報
告
し
て
い
る
（
10
）。
つ
ま
り
、
村
崎
氏
の
行
っ
た
よ
う
な
諸
本

調
査
に
基
づ
い
た
方
法
を
辿
り
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
氏
が
新
稿
で
提
示
し
よ

う
と
し
て
い
た
こ
と
を
再
現
す
る
の
は
、
今
や
難
し
く
な
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
村
崎
氏
と
は
異
な
る
方
法

─
既
知
の

⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
と
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
を
中
心
と
す
る
内
容
比
較
・
本
文

検
討

─
に
よ
っ
て
、
問
題
の
打
開
を
図
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
系
図
が
古

代
の
歴
史
的
事
実
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
く
、
後
世
に
お
け
る
伝
承
の
変
容

の
一
形
態
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

二

大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
と
⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
の
差
異

最
初
に
、
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
と
⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
と
が
い
か
な
る
関

係
に
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
内
容
面
か
ら
再
検
討
し
て
お
く
。
村
崎
氏
は
⽛
異

本
阿
蘇
氏
系
図
Ａ
（⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
の
こ
と
、
稿
者
注
）
を
作
成
す
る
際
に
、

神
氏
系
図
を
参
照
し
た
可
能
性
は
あ
る
（
11
）⽜
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
両
者
は

一
見
似
た
内
容
の
系
図
で
は
あ
る
が
、
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
を
そ
の
ま
ま
参

照
し
た
だ
け
で
は
⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
の
内
容
は
導
か
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
大

祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
と
⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
と
の
間
に
は
、
書
い
て
あ
る
こ
と

が
大
き
く
異
な
る
点
が
あ
る
。

最
も
重
大
な
相
違
点
は
、
大
祝
の
血
統
的
位
置
付
け
で
あ
る
。⽝
阿
蘇
家
略
系

譜
⽞
の
場
合
は
武
五
百
建
命
（
神
武
天
皇
や
神
八
井
耳
命
の
子
孫
。
阿
蘇
氏
の

祖
と
も
位
置
付
け
ら
れ
る
）
の
曽
孫
で
あ
る
健
諸
日
古
命
（
別
名
⽛
健
諸
日
別

命
⽜）
の
男
系
子
孫
が
諏
訪
大
神
の
大
祝
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
系

図
で
あ
る
の
に
対
し
、
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
場
合
は
諸
日
別
命
の
父
健
甕
富

命
の
娘
を
娶
っ
た
健
隈
照
命
（
諏
訪
明
神
（
御
名
方
富
命
神
）
の
二
十
世
孫
）
の

男
系
子
孫
が
大
祝
と
な
っ
た
と
主
張
す
る
系
図
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

前
者
に
お
け
る
大
祝
は
神
武
天
皇
・
神
八
井
耳
命
の
男
系
子
孫
（≒

金
刺
氏
）
で

あ
り
、
後
者
に
お
け
る
大
祝
は
諏
訪
明
神
の
男
系
子
孫
（≒

上
社
大
祝
諏
訪
氏
）

で
あ
る
と
い
う
、
系
譜
全
体
を
貫
く
決
定
的
な
差
異
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
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ま
た
、⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
の
研
究
史
の
中
で
諏
訪
社
の
創
建
に
関
わ
る
存
在

と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
き
た
初
代
大
祝
⽛
乙
頴
⽜（
別
名
⽛
神
子
⽜⽛
熊
古
⽜）
に

つ
い
て
も
、
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
に
は
⽛
乙
頴
⽜
の
名
は
ど
こ
に
も
な
く
、

⽛
神
子
⽜（
別
名
⽛
熊
子
⽜）
の
名
の
み
が
初
代
大
祝
の
名
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い

る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
こ
う
し
た
差
異
は
な
ぜ
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
し
て
生

じ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
そ
の
点
の
解
明
に
寄
与
す
る
も
の
、⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
と
大
祝
本

⽝
神
氏
系
図
⽞
の
間
の
懸
隔
を
埋
め
得
る
も
の
と
し
て
本
稿
で
着
目
す
る
の
が
、

延
川
和
彦
著
・
飯
田
好
太
郎
補
⽝
修
補
諏
訪
氏
系
図
続
編
⽞（
飯
田
好
太
郎
、
一

九
二
一
年
）
所
載
の
⽝
金
刺
氏
略
系
図
⽞
に
代
表
さ
れ
る
下
社
大
祝
金
刺
氏
の

系
図
で
あ
る
。
左
に
⽝
金
刺
氏
略
系
図
⽞、
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞、⽝
阿
蘇
家
略

系
譜
⽞
に
記
載
さ
れ
る
系
譜
を
簡
略
化
し
て
掲
げ
、⽝
金
刺
氏
略
系
図
⽞
と
⽝
阿

蘇
家
略
系
譜
⽞
が
対
応
す
る
箇
所
に
傍
線
を
、
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
と
⽝
阿

蘇
家
略
系
譜
⽞
が
対
応
す
る
箇
所
に
二
重
傍
線
を
そ
れ
ぞ
れ
引
い
た
。

⽝
金
刺
氏
略
系
図
⽞

武
五
百
建
命
─
健
稲
背
命
─
健
甕
富
命
─
諸
日
子
命
─
莒
止
理
命
─
伊
努
古

乃
直
─
世
襲
彦
─
金
弓
乃
直
─
麻
背
─
乙
頴
─
鋤
麿
─
子
虫
─
石
次
─
男

継
─
金
福
─
白
虫
─
広
前
─
貞
麿
─
貞
永

大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞

健
速
須
佐
之
男
命
─〈
五
代
〉─
大
名
持
命
─
御
名
方
富
命
神
─
伊
豆
早
雄

命
─〈
十
七
代
〉─
健
国
津
見
命
─
健
隈
照
命
─〈
八
代
〉─
五
百
足
─
神
子

（
亦
云
熊
子
）─
神
代
─
弟
兄
子
─
国
積
─
猪
麿
─
狭
田
野
─
高
取
（
亦
云
豊

麿
）─
生
足
（
亦
云
繁
魚
）─
豊
足
（
亦
云
清
主
）─
有
員
（
亦
云
武
麿
）

⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞

武
五
百
建
命
─
健
稲
背
命
─
健
甕
富
命
─
健
諸
日
古
命
─
健
莒
止
理
命
─
伊

努
古
君
─
世
襲
彦
君
─
大
磐
君
─
金
弓
君
─
麻
背
君
（
又
曰
五
百
足
）─
乙

頴
（
一
名
神
子
、
又
云
熊
古
）─
隈
志
侶
─
乙
兄
子

右
に
示
し
た
対
応
関
係
を
見
る
と
、⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
は
、⽛
金
弓
⽜
ま
で

は
お
お
む
ね
金
刺
氏
の
系
図
に
拠
り
、金
弓
の
子
で
あ
る
金
刺
氏
の
系
図
の⽛
麻

背
⽜
の
別
名
と
し
て
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
⽛
五
百
足
⽜
を
、
ま
た
麻
背
の

子
の
⽛
乙
頴
⽜
の
別
名
と
し
て
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
⽛
神
子
（
熊
子
）⽜
を

そ
れ
ぞ
れ
設
定
し
、
そ
の
後
の
二
代
は
神
氏
系
図
の
記
す
⽛
神
代
（
隈
志
侶
）⽜

⽛
弟
兄
子
（
乙
兄
子
）⽜
と
い
う
人
名
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の

反
対
の
関
係
、
す
な
わ
ち
⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
に
見
え
る
よ
う
な
系
図
の
内
容

が
二
つ
に
分
離
し
て
⽝
金
刺
氏
略
系
譜
⽞
の
よ
う
な
系
図
と
大
祝
本
⽝
神
氏
系

図
⽞
の
よ
う
な
系
図
が
成
立
し
た
、
と
い
う
流
れ
を
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
の
こ
と
は
、
各
系
図
の
⽛
乙
頴
⽜（
神
子
、
熊
子
）
の
尻
付
の
内
容
を
見
る
こ

と
で
一
層
明
瞭
に
な
る
。

⽝
金
刺
氏
略
系
図
⽞

乙
頴
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小
墾
田
大
宮
御
宇
敏
達
天
皇
詔
而
、
令
レ
祭
二
諏
訪
大
神
百
八
十
神
一
奉
二
千

代
田
刺
忌
串
一
、
斎
レ
之
矣
。

大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞

因
名
二
神
子
一
、
亦
云
二
熊
子
一
。
神
子
八
歳
之
時
、
尊
神
化
現
、
脱
二
着
御
衣

於
神
子
一
、
吾
無
レ
体
以
レ
汝
為
レ
体
。
有
二
神
勅
一
隠
二
御
身
一
矣
。
是
則
御
衣

着
祝
神
氏
有
員
之
始
祖
也
。
用
明
天
皇
御
宇
二
年
、
神
子
構
二
社
壇
于
湖
南

山
麓
一
。

⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞

乙
頴
諏
訪
大
神
大
祝

一
名
二
神
子
一
、
又
云
二
熊
古
一
。
生
而
八
歳
、
御
名
方
富
命
大
神
化
現
、
脱
二

着
御
衣
於
神
子
一
、
勅
曰
、
吾
無
レ
体
以
レ
汝
為
レ
体
。
磐
余
池
辺
大
宮
朝
二

年
丁
未
三
月
、
構
二
社
壇
于
湖
南
山
麓
一
、
祭
二
諏
訪
大
神
及
百
八
十
神
一
奉
二

千
代
田
刺
忌
串
一
、
斎
レ
之
。

こ
の
尻
付
に
お
い
て
も
、⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
の
中
で
⽝
金
刺
氏
略
系
図
⽞
と

対
応
す
る
箇
所
と
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
と
対
応
す
る
箇
所
は
明
確
に
分
か
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。⽛
神
子
が
八
歳
の
と
き
に
大
神
が
化
現
し
、
御
衣
を

脱
ぎ
着
せ
、
汝
を
以
て
我
の
体
と
す
る
と
神
勅
を
下
し
た
⽜⽛
用
明
天
皇
二
年
に

諏
訪
湖
の
南
の
山
麓
に
社
壇
を
構
え
た
⽜
と
対
応
す
る
記
述
は
大
祝
本
⽝
神
氏

系
図
⽞
の
方
に
し
か
な
く
、⽛
諏
訪
大
神
と
百
八
十
神
を
祭
り
、
千
代
田
刺
忌
串

を
奉
っ
た
⽜
と
対
応
す
る
記
述
は
⽝
金
刺
氏
略
系
図
⽞
の
方
に
し
か
な
い
。

本
来
は
、⽛
用ㅟ

明ㅟ

天ㅟ

皇ㅟ

二ㅟ

年ㅟ

に
諏
訪
湖
の
南
の
山
麓
に
社
壇
を
構
え
た
⽜
と
い

う
諏
訪
明
神
男
系
子
孫
の
⽛
神
子
⽜（
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞）
と
、⽛
小ㅟ

墾ㅟ

田ㅟ

大ㅟ

宮ㅟ

御ㅟ

宇ㅟ

（
12
）に

諏
訪
大
神
と
百
八
十
神
を
祭
り
千
代
田
刺
忌
串
を
奉
っ
た
⽜
と
い
う

神
武
天
皇
・
神
八
井
耳
命
男
系
子
孫
の
⽛
乙
頴
⽜（⽝
金
刺
氏
略
系
図
⽞）
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
事
績
の
異
な
る
別
人
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

を
合
体
さ
せ
て
⽛
磐
余
池
辺
大
宮
朝
（
用
明
天
皇
）
二
年
に
諏
訪
湖
の
南
の
山

麓
に
社
壇
を
構
え
諏
訪
大
神
と
百
八
十
神
を
祭
り
千
代
田
刺
忌
串
を
奉
っ
た
⽜

と
い
う
一
続
き
の
事
績
を
持
つ
一
人
の
⽛
乙
頴
（
一
名
神
子
）⽜
と
し
て
理
解
す

る
の
は
、
後
世
の
操
作
の
産
物
で
あ
る
。⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
系
図
の
内
容
は
、⽝
金
刺
氏
略
系
図
⽞
の
如
き
金
刺
氏
の
系
図
を
参
照
し
、
そ

れ
と
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
に
見
ら
れ
る
内
容
を
結
合
さ
せ
る
（
そ
し
て
さ
ら

に
そ
れ
を
阿
蘇
氏
の
系
図
に
接
続
さ
せ
る
）
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
（
13
）。

三

大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
近
世
性

─
他
文
献
と
の

比
較
か
ら

前
節
で
は
、⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞の
諏
訪
関
係
の
箇
所
の
内
容
が
、大
祝
本⽝
神

氏
系
図
⽞
の
内
容
と
金
刺
氏
の
系
図
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
、
後
世
的
な

も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
次
に
確
認
し
た
い
の
は
、大
祝
本⽝
神

氏
系
図
⽞
の
内
容
の
位
置
付
け
で
あ
る
。
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
に
見
え
る
言

説
は
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
て
い
く

た
め
に
、
本
節
で
は
ま
ず
本
文
の
詳
細
な
検
討
を
行
う
。

こ
れ
ま
で
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
本
文
で
問
題
と
な
っ
て
き
た
の
は
、
初

代
大
祝
有
員
に
は
じ
ま
る
一
般
的
な
諏
訪
上
社
大
祝
家
の
系
図
部
分
（
近
世
後
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期
の
大
祝
諏
方
頼
武
ま
で
）
と
中
澤
氏
・
千
野
氏
・
上
原
氏
な
ど
の
諏
訪
氏
庶

流
の
諸
系
図
が
掲
げ
ら
れ
る
部
分
と
の
間
に
挟
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
配
さ

れ
る
、
有
員
以
前
の
上
社
大
祝
の
特
異
な
系
譜
を
記
し
た
箇
所
で
あ
る
。
こ
の

有
員
以
前
の
系
譜
の
み
、
よ
く
見
ら
れ
る
線
系
図
で
は
な
く
、
一
続
き
の
文
に

よ
っ
て
綴
ら
れ
る
文
章
系
図
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
問
題
の
文
章
系
図

の
全
文
を
掲
げ
る
（
読
解
の
便
宜
の
た
め
、
改
行
を
施
し
、
数
字
を
付
し
た
）。

①
神
代
之
事
幽
邈
而
難
レ
記
焉
。
伝
曰
、
諏
訪
大
明
神
者
、
天
照
大
神
御
弟
、

健
速
須
佐
之
男
命
六
世
孫
、
大
名
持
命
第
二
子
、
御
名
方
富
命
神
是
也
。

尊
神
輔
二
父
大
神
大
造
之
功
一
、
経
二
営
国
土
一
、
終
奉
二
天
祖
之
命
一
、
譲
二

之
皇
孫
ノ
命
一
、
永
鎮
二
座
於
此
国
一
矣
。

②
子
伊
豆
早
雄
命
十
八
世
之
孫
、
健
国
津
見
命
之
子
、
健
隈
照
命
、
妻
ル
二
科

野
国
造
健
甕
富
命
之
女
ヲ
一
。
健
甕
富
命
子
諸
日
別
命
、
幼
而
亡
レ
父
。
於

是
茨
木
国
造
許
々
意
命
、
磯
城
島
宮
朝
天
皇
御
宇
、
拝
二
科
野
国
造
一
。

許
々
意
命
失
二
綏
撫
之
道
一
。
健
隈
照
命
逐
レ
之
、
竟
襲
二
国
造
一
。

③
九
世
之
孫
、
五
百
足
、
常
時
敬
二
事
于
尊
神
一
。
一
日
夢
有
レ
神
告
、
汝
妻

兄
弟
部
既
妊
身
。
分
娩
必
挙
二
于
男
子
一
。
成
長
欲
二
吾
将
一
レ
有
レ
憑
レ
之
。

汝
宜
二
鐘
（
鍾
カ
）愛

一
矣
。
夢
覚
而
後
、
語
二
之
妻
兄
弟
部
一
、
兄
弟
部
亦
同
レ
夢
。

怪
且
慎
、
後
果
而
産
二
男
子
一
。
因
名
二
神
子
一
、
亦
云
二
熊
子
一
。

④
神
子
八
歳
之
時
、
尊
神
化
現
、
脱
二
着
御
衣
於
神
子
一
、
吾
無
レ
体
以
レ
汝

為
レ
体
。
有
二
神
勅
一
隠
二
御
身
一
矣
。
是
則
御
衣
着
祝
神
氏
有
員
之
始
祖

也
。
用
明
天
皇
御
宇
二
年
、
神
子
構
二
社
壇
于
湖
南
山
麓
一
。

⑤
其
子
神
代
。
其
子
弟
兄
子
。
其
子
国
積
。
其
子
猪
麿
。
其
子
狭
田
野
。
其

子
高
取
、
亦
云
二
豊
麿
一
。
其
子
生
足
、
亦
云
二
繁
魚
一
。
其
子
豊
足
、
亦

云
二
清
主
一
。
其
子
有
員
、
亦
云
二
武
麿
一
。

⑥
延
暦
二
十
年
辛
巳
二
月
、
坂
上
将
軍
田
村
麿
、
奉
レ
勅
征
二
蝦
夷
一
。
有
員

幼
而
随
逐
之
。
神
験
多
般
、
士
卒
称
二
神
兵
ト
一
尊
敬
。
先
レ
是
尊
神
告
二
有

員
一
曰
、
吾
在
昔
奉
二
天
祖
神
之
命
一
、
父
兄
共
奉
レ
譲
二
避
国
土
于
皇
孫

命
一
、
誓
以
二
遠
境
鎮
護
之
言
ヲ
一
、
而
以
レ
有
レ
未
レ
竣
二
功
ヲ
科
野
ノ
国
ニ
一

請
遺
之
以
為
レ
名
方
、
既
三
韓
征
伐
之
日
、
吾
親
護
二
皇
旗
一
而
向
レ
之
。

今
高
丸
叛
二
将
軍
一
、
応
レ
到
二
于
此
国
一
。
汝
宜
二
就
而
平
一
レ
之
矣
。
有
員

鞭
二
神
馬
一
任
二
銕
蹄
一
而
発
、
竟
得
二
賊
首
一
而
送
二
之
将
軍
一
。
将
軍
感
二

其
神
異
奇
瑞
一
。
帰
洛
之
後
達
二
天
聴
一
、下
二
行
宣
旨
一
、大
構
二
造
社
壇
一
、

挙
二
諏
訪
郡
一
附
二
神
領
一
、
充
二
年
中
七
十
余
日
神
事
ノ
要
脚
一
。
復
当
二
于

寅
申
支
干
一
、
以
二
一
国
貢
税
課
役
一
、
創
二
式
年
造
営
一
。
以
二
有
員
一
為
二

大
祝
一
、
謂
二
之
御
衣
着
祝
一
。
云
御
衣
着
者

神
体
之
義

こ
こ
に
は
、
①
御
名
方
富
命
神
の
国
譲
り
、
②
健
隈
照
命
の
科
野
国
造
継
承
、

③
五
百
足
の
妻
の
懐
妊
の
お
告
げ
、
④
神
子
を
神
体
と
す
る
と
い
う
神
勅
・
神

子
に
よ
る
社
壇
建
立
、
⑤
神
代
か
ら
有
員
ま
で
の
系
譜
、
⑥
田
村
麻
呂
の
高
丸

討
伐
へ
の
有
員
の
参
戦
・
式
年
造
営
等
の
開
始
・
有
員
を
御
衣
着
祝
と
言
う
こ

と
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
神
代
か
ら
大
祝
諏
訪
氏
へ
続
く
系
譜
と
そ
れ
に
付
随

す
る
物
語
が
描
か
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
文
章
系
図
を
考
え
る
上
で
重
要
な
点
の
一
つ
は
、
他
文
献
と
近

似
す
る
文
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
⑥
の
高
丸
討
伐
の
箇
所
に

あ
る
傍
線
部
⽛
帰
洛
之
後
達
二
天
聴
一
、
下
二
行
宣
旨
一
⽜⽛
充
二
年
中
七
十
余
日
神

事
ノ
要
脚
一
⽜⽛
復
当
二
于
寅
申
支
干
一
、以
二
一
国
貢
税
課
役
一
、創
二
式
年
造
営
一
⽜

は
、
次
に
掲
げ
る
延
文
元
年
（
一
三
五
六
）
成
立
の
諏
訪
円
忠
編
⽝
諏
方
大
明

神
画
詞
⽞縁
起
絵
部
中
巻
の
高
丸
討
伐
記
事
の
傍
線
部
の
表
現
に
か
な
り
近
い
。

帰
京
ノ
後
天
聴
ニ
達
シ
、
宣
旨
ヲ
下
サ
レ
テ
諏
方
郡
ノ
田
畠
山
野
各
千
町
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毎
年
作
稲
八
万
四
千
束
、
彼
神
事
要
脚
ニ
ア
テ
ヲ
カ
ル
。
其
ヨ
リ
以
来
、

一
年
中
七
十
余
日
神
事
付
頭
役
狩
猟
各
四
ヶ
度
并
ニ
百
余
箇
度
ノ
饗
膳
今

ニ
退
転
ナ
シ
。
是
則
彼
将
軍
奏
達
ノ
故
也
。
寅
申
ノ
支
干
ニ
当
社
造
営
ア

リ
。
一
国
ノ
貢
税
永
代
ノ
課
役
、
桓
武
ノ
御
宇
ニ
始
レ
リ
（
14
）。

ま
た
、
④
の
神
子
の
事
績
の
箇
所
に
あ
る
二
重
傍
線
部
⽛
是
則
御
衣
着
祝
神

氏
有
員
之
始
祖
也
⽜
も
、⽝
諏
方
大
明
神
画
詞
⽞
祭
絵
部
巻
第
一
に
⽛
是
則
御
衣

祝
有
員
、
神
氏
ノ
始
祖
ナ
リ
⽜
と
あ
る
の
に
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
。
異
な
る
の

は
⽛
着
⽜
字
の
有
無
と
、⽛
神
氏
⽜⽛
有
員
⽜
の
位
置
が
前
後
し
て
い
る
点
く
ら

い
で
あ
る
。

さ
ら
に
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
中
に
は
、
同
じ
⽛
神
氏
系
図
⽜
の
名
を
持

つ
前
田
本
⽝
神
氏
系
図
⽞（
諏
訪
円
忠
の
五
世
孫
、
京
都
諏
訪
氏
の
諏
訪
貞
通
が

延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）～
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
頃
に
編
纂
（
15
））
と
類
似
す
る

箇
所
も
存
在
す
る
。
ま
ず
①
の
冒
頭
の
波
傍
線
部
⽛
神
代
之
事
幽
邈
而
難
レ
記

焉
⽜
は
、
前
田
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
冒
頭
部
分
、

夫
諏
方
大
明
神
垂
迹
事
、
異
説
在
レ
之
。
或
他
国
応
生
霊
、
或
吾
朝
根
本

神
。
旧
記
異
端
凡
慮
難
レ
測
。
爰
旧
事
本
紀
説
曰
、
素
盞
烏
尊
御
孫
、
大

己
神
第
二
御
子
、
建
御
名
方
神
是
也
。
神
代
之
義
幽
邈
而
難
レ
記
レ
之

（
16
）。

の
⽛
神
代
之
義
幽
邈
而
難
レ
記
レ
之
⽜
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
続
い
て
、
④
の
神

子
の
箇
所
の
波
傍
線
部
⽛
脱
二
着
御
衣
於
神
子
一
、
吾
無
レ
体
以
レ
汝
為
レ
体
。

有
二
神
勅
一
隠
二
御
身
一
矣
⽜
は
、
先
の
前
田
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
引
用
箇
所
の
後
の

部
分
、神

幸
二
信
州
諏
方
郡
一
者
、
人
皇
卅
二
代
用
明
天
皇
御
宇
也
。
于
時
有
二
八

歳
童
子
一
後
字
有
員

而
令
レ
随
二
遂
明
神
一
。
守
屋
奉
レ
諍
二
大
神
一
、
至
二
守
屋
山
一

有
二
御
合
戦
一
。
童
子
率
二
神
兵
一
、
追
二
落
守
屋
一
。
則
于
彼
山
麓
構
二
社

壇
一
。
吾
神
脱
二
着
御
衣
於
童
子
一
、
吾
無
レ
体
以
レ
祝
為
レ
体
。
有
二
神
勅
一

隠
二
給
御
身
一
。
則
彼
童
子
為
二
神
体
一
、名
二
御
衣
木
祝
一
。
神
氏
始
祖
也
。

明
神
者
普
賢
、
童
子
者
文
殊
也
。

の
⽛
脱
二
着
御
衣
於
童
子
一
、
吾
無
レ
体
以
レ
祝
為
レ
体
。
有
二
神
勅
一
隠
二
給
御

身
一
⽜
に
対
応
す
る
。
異
な
る
の
は
、⽛
神
子
⽜
が
⽛
童
子
⽜
で
あ
る
点
と
、⽛
汝
⽜

が
⽛
祝
⽜
で
あ
る
点
、
そ
し
て
⽛
給
⽜⽛
矣
⽜
の
有
無
で
あ
る
。
ま
た
④
の
傍
点

線
部
⽛
用
明
天
皇
御
宇
二
年
、
神
子
構
二
社
壇
于
湖
南
山
麓
一
⽜
も
、
一
致
度
は

や
や
下
が
る
も
の
の
、
右
の
前
田
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
に
童
子
有
員
が
⽛
用
明
天

皇
御
宇
⽜
に
守
屋
山
麓
に
社
壇
を
構
え
た
（⽛
于
彼
山
麓
構
二
社
壇
一
⽜）
と
あ
る

の
と
対
応
す
る
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、⽝
諏
方
大
明
神
画
詞
⽞
お
よ
び
前
田
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
と
い

う
京
都
諏
訪
氏
の
手
に
よ
り
編
ま
れ
た
文
献
と
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
と
が
こ

の
程
度
一
致
し
て
い
る
な
ら
ば
、何
ら
か
の
影
響
関
係
は
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
果
た
し
て
ど
ち
ら
が
先
で
あ
る
の
か
。

そ
こ
で
参
考
に
な
る
点
の
一
つ
は
、
先
述
の
④
の
二
重
傍
線
部
⽛
是
則
御
衣

着
祝
神ㅟ

氏ㅟ

有ㅟ

員ㅟ

之
始
祖
也
⽜
と
⽝
諏
方
大
明
神
画
詞
⽞
祭
絵
部
巻
第
一
の
⽛
是

則
御
衣
祝
有ㅟ

員ㅟ

、
神ㅟ

氏ㅟ

ノ
始
祖
ナ
リ
⽜
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
文
に

は
⽛
神
氏
⽜
と
⽛
有
員
⽜
の
位
置
が
逆
転
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
が
、

そ
の
こ
と
が
大
き
な
意
味
の
差
異
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
後
者
の

⽝
諏
方
大
明
神
画
詞
⽞
が
〈⽛
御
衣
祝
有
員
⽜
と
い
う
個
人
が
⽛
神
氏
⽜
と
い
う

氏
族
の
⽛
始
祖
⽜
で
あ
る
〉
と
主
張
す
る
文
で
あ
る
の
に
対
し
、
前
者
の
大
祝

本
⽝
神
氏
系
図
⽞
は
〈（
神
子
と
い
う
個
人
が
）⽛
御
衣
着
祝
神
氏
有
員
⽜
と
い

う
個
人
の
⽛
始
祖
⽜
で
あ
る
〉
と
主
張
す
る
文
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
祝
本

⽝
神
氏
系
図
⽞
の
〈
個
人
の
⽛
始
祖
⽜〉
と
い
う
言
い
方
が
問
題
で
あ
る
。
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⽛
始
祖
⽜
と
い
う
語
の
用
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
例
え
ば
⽝
日
本
書
紀
⽞

に
⽛
号
二
火
闌
降
命
一
。
是
隼
人
等
始
祖
也
（
17
）⽜（
神
代
下
）、⽛
神
八
井
耳
命
…
…

是
即
多
臣
之
始
祖
也
⽜（
綏
靖
紀
）、⽛
所
謂
野
見
宿
祢
、是
土
部
連
等
之
始
祖
也
⽜

（
垂
仁
紀
）
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
連
綿
と
続
く
氏
族
・
集
団
な
ど
の
始
ま
り
と

し
て
の
個
人
を
指
す
の
が
普
通
で
あ
る
。⽝
日
本
国
語
大
辞
典
⽞
第
二
版
が
⽛
あ

る
物
事
を
は
じ
め
た
最
初
の
人
。
元
祖
。
ま
た
、
家
系
の
初
代
の
人
⽜
と
す
る

通
り
だ
ろ
う
。
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
よ
う
に
あ
る
一
点
の
個
人
（
有
員
）

に
対
す
る
先
祖
の
意
味
で
⽛
始
祖
⽜
を
用
い
る
の
は
、
一
般
的
な
用
法
と
は
言

い
難
い
。
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
当
該
箇
所
が
そ
の
よ
う
な
熟
さ
な
い
表
現

に
な
っ
て
い
る
の
は
、⽝
諏
方
大
明
神
画
詞
⽞
の
⽛
是
則
御
衣
祝
有
員
、
神
氏
ノ

始
祖
ナ
リ
⽜
と
い
う
元
々
あ
っ
た
自
然
な
文
章
を
利
用
し
つ
つ
改
変
を
加
え
た

際
に
発
生
し
た
瑕
疵
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
文
章
系
図
の
内
容
が
か
な
り
後
に
な
っ
て

成
立
し
た
と
判
断
で
き
る
材
料
は
他
に
も
あ
る
。
①
の
神
代
の
系
譜
の
部
分
を

見
よ
う
。
こ
こ
に
は
⽛
諏
訪
大
明
神
者
、
天
照
大
神
御
弟
、
健
速
須
佐
之
男
命

六
世
孫
、
大
名
持
命
第
二
子
、
御
名
方
富
命
神
是
也
⽜
と
あ
り
、
大
名
持
命
（
オ

ホ
ナ
ム
チ
）
が
健
速
須
佐
之
男
命
（
ス
サ
ノ
ヲ
）
の
⽛
六
世
孫
⽜
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
オ
ホ
ナ
ム
チ
を
ス
サ
ノ
ヲ
の
六
世
孫
と
す
る
の
は

⽝
古
事
記
⽞
の
説
で
、⽝
日
本
書
紀
⽞
や
⽝
先
代
旧
事
本
紀
⽞（
以
下
⽝
旧
事
本
紀
⽞）

に
お
い
て
は
オ
ホ
ナ
ム
チ
は
ス
サ
ノ
ヲ
の
子
（
一
世
孫
）
で
あ
る
。⽝
古
事
記
⽞

は
近
世
初
期
ま
で
は
読
む
機
会
を
得
ら
れ
る
者
自
体
が
著
し
く
限
ら
れ
て
い
た

書
物
で
あ
っ
た
。
中
世
に
諏
訪
関
係
で
⽝
古
事
記
⽞
由
来
の
タ
ケ
ミ
ナ
カ
タ
周

辺
の
情
報
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
際
も
、諏
訪
円
忠
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に⽝
旧

事
本
紀
⽞
を
介
し
て
で
あ
り
、⽝
古
事
記
⽞
自
体
が
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
（
18
）。
諏
訪
社
の
関
係
者
が
⽝
古
事
記
⽞
に
接
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
近
世

に
出
版
さ
れ
て
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
し
（
19
）、
諏
訪
社
に
お
い
て
積
極
的
に
⽝
古

事
記
⽞
を
取
り
入
れ
よ
う
と
い
う
動
き
が
生
ま
れ
る
の
は
さ
ら
に
降
っ
て
本
居

宣
長
⽝
古
事
記
伝
⽞
以
後
の
こ
と
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
世
以
前
に
諏
訪

社
の
関
係
者
が
⽝
古
事
記
⽞
説
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
た
可
能
性
自
体
が
皆
無

で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
少
な
く
と
も
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞

の
場
合
の
⽝
古
事
記
⽞
説
の
存
在
は
、
先
の
⽛
始
祖
⽜
の
問
題
と
合
わ
せ
て
（⽝
諏

方
大
明
神
画
詞
⽞
が
諏
訪
地
方
で
本
格
的
に
受
容
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
も
ま

た
近
世
か
ら
で
あ
っ
た
（
20
））、
そ
の
近
世
性
を
端
的
に
示
す
も
の
と
見
て
良
い
。

さ
ら
に
、
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
年
代
を
考
え
る
上
で
は
、
②
に
あ
る
⽛
茨

木
国
造
許
々
意
命
⽜
関
連
の
記
述
も
看
過
で
き
な
い
。
②
で
は
、
科
野
国
造
健

甕
富
命
の
死
後
に
科
野
国
造
に
任
命
さ
れ
た
⽛
茨
木
国
造
許
々
意
命
⽜
が
や
が

て
綏
撫
の
道
を
失
っ
た
た
め
、
健
甕
富
命
の
娘
を
娶
っ
た
健
隈
照
命
が
許
々
意

命
を
放
逐
し
、
国
造
を
継
い
だ
と
い
う
話
が
展
開
さ
れ
る
。⽛
許
々
意
命
⽜
と
い

う
の
は
見
慣
れ
な
い
存
在
で
は
あ
る
が
、
桐
原
建
氏
が
、

吉
田
（
マ
マ
）好
謙
は
⽝
信
濃
地
名
考
⽞
上
巻
の
冒
頭
に
⽛
古
事
記
を
按
ず
る
に
曰

く
、
神
八
井
耳
命
の
後
科
野
国
造
と
す
⽜
と
書
い
た
後
に
⽛
或
曰
、
高
穴

穂
宮
朝
、
茨
城
国
祖
建
許
意
命
を
以
て
科
野
国
造
な
ど
定
あ
る
は
成
務
帝

の
御
宇
な
る
べ
く
⽜
と
の
異
説
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
異
説
の
と
こ
ろ
が

⽛
神
氏
系
図
⽜
序
詞
の
中
の
⽛
健
甕
富
命
子
諸
日
別
命
、
幼
而
亡
父
、
於
是

茨
木
国
造
許
々
意
命
、
磯
城
島
宮
朝
天
皇
御
宇
、
拝
科
野
国
造
⽜
と
文
脉

を
同
じ
く
し
て
い
る
（
21
）。

と
述
べ
る
よ
う
に
、⽛
許
々
意
命
⽜に
関
係
す
る
と
思
し
き
言
説
は
明
和
四
年（
一

七
六
七
）
の
吉
沢
好
謙
⽝
信
濃
地
名
考
⽞
に
も
見
え
て
い
て
、
大
祝
本
⽝
神
氏
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系
図
⽞
の
全
く
の
独
創
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
こ
の
言
説
が
中

世
以
前
に
遡
り
得
る
も
の
な
の
か
と
い
う
と
、
残
念
な
が
ら
そ
う
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
⽝
信
濃
地
名
考
⽞
に
見
え
る
茨
城
国
祖
（
茨
城
国
造
祖
）
の
⽛
建

許
意
命
⽜
と
い
う
の
は
、
そ
れ
に
類
す
る
人
名
と
し
て
は
⽝
常
陸
国
風
土
記
⽞

に
見
え
る
⽛
多
祁
許
呂
命
⽜
や
⽝
新
撰
姓
氏
録
⽞
に
見
え
る
⽛
建
凝
命
⽜、⽝
旧

事
本
紀
⽞
国
造
本
紀
に
見
え
る
⽛
茨
城
国
造
祖
建
許
呂
命
⽜
な
ど
が
あ
る
も
の

の
、
全
く
同
じ
表
記
の
例
は
、
近
世
に
成
立
し
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
に
刊

行
さ
れ
た
⽝
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
⽞（
七
十
二
巻
本
。
以
下
⽝
大
成
経
⽞）
の

巻
七
十
二
国
造
本
紀
に
⽛
科
野
国
造
。
高
穴
穂
宮
朝
御
世
、
茨
城
国
造
祖
建
許

意
命
児
宮
富
鷲
意
命
、
任
定
賜
国
造
（
22
）⽜
と
あ
る
の
が
、
確
認
で
き
る
限
り
で
最

も
古
い
。⽝
旧
事
本
紀
⽞
を
改
変
し
て
成
立
し
た
⽝
大
成
経
⽞
は
、
元
の
⽝
旧
事

本
紀
⽞
な
ど
に
あ
る
神
名
・
人
名
・
地
名
を
独
特
な
用
字
に
変
え
て
表
記
す
る

と
い
う
傾
向
を
持
っ
て
お
り
（
例
え
ば
イ
ザ
ナ
キ
を
⽛
去
来
諾
⽜、
ス
サ
ノ
ヲ
を

⽛
服
狭
雄
⽜、
オ
シ
ホ
ミ
ミ
を
⽛
忍
星
盈
水
⽜、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
を
⽛
星
亜
肖
気
⽜、

諏
訪
を
⽛
洲
輪
⽜、
紀
伊
を
⽛
城
飯
⽜
と
す
る
な
ど
）、⽛
建
許
意
命
⽜
の
場
合
も

⽝
旧
事
本
紀
⽞
の
⽛
建
許
呂
命
⽜
の
名
の
表
記
を
改
変
し
た
⽝
大
成
経
⽞
の
方
法

に
端
を
発
す
る
と
捉
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。⽝
大
成
経
⽞
内
の
文
字
表
記
に

お
い
て
は
、
漢
字
の
訓
読
み
の
一
部
を
切
り
取
っ
て
そ
れ
に
対
応
す
る
和
語
の

表
記
に
（
万
葉
仮
名
の
よ
う
に
）
用
い
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
る
場
合
が
あ

る
の
で
あ
る
が
、
巻
四
十
一
経
教
本
紀
中
巻
上
の
⽛
神
文
伝
⽜（
神
代
文
字
の
理

論
を
記
し
た
記
事
）
に
は
⽛
後
天
神
文
言
⽜
と
し
て
訓
読
み
に
基
づ
い
た
和
語

四
十
七
音
の
漢
字
表
記
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
⽛
ロ
⽜
に
あ
た
る
漢

字
は
⽛
心
⽜
と
な
っ
て
い
る
（
コ
コ
ロ
の
⽛
ロ
⽜
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
他
に

は
⽛
親
（
オ
ヤ
）⽜
を
⽛
ヤ
⽜、⽛
顕
（
ア
ラ
ハ
ル
）⽜
を
⽛
ラ
⽜、⽛
主
（
ア
ル
ジ
）⽜

を⽛
ル
⽜に
あ
て
る
と
い
っ
た
例
も
掲
出
さ
れ
て
い
る
）。
そ
れ
と
同
様
に
、⽛
建

許
意
⽜
の
場
合
も
ま
た
⽛
意
⽜
を
コ
コ
ロ
と
し
て
⽛
ロ
⽜
の
音
の
表
記
に
用
い

た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
⽝
大
成
経
⽞
の
方
法
に
拠
ら
な
け
れ
ば
、⽛
建

許
呂
⽜
が
⽛
建
許
意
⽜
に
な
る
説
明
は
で
き
な
い
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
が
茨
木
国
造
の
名
を
⽛
許
々

意
命
⽜
と
⽛
意
⽜
の
字
を
用
い
て
表
記
す
る
の
も
、⽝
大
成
経
⽞
の
影
響
に
よ
る

も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
茨
城
国
造
の
祖
で
あ
る
建
許
意
命
（
多
祁

許
呂
命
、
建
凝
命
、
建
許
呂
命
）
が
科
野
国
造
と
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
つ
と

す
る
記
述
も
⽝
常
陸
国
風
土
記
⽞⽝
新
撰
姓
氏
録
⽞⽝
旧
事
本
紀
⽞
に
は
な
く
⽝
大

成
経
⽞
に
の
み
あ
る
も
の
で
、
建
許
意
命
・
許
々
意
命
が
科
野
国
造
に
な
っ
た

と
す
る
⽝
信
濃
地
名
考
⽞
や
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
言
説
も
⽝
大
成
経
⽞
の

延
長
線
上
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
（
23
）。
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
②
の
許
々
意
命
・

科
野
国
造
関
連
の
記
述
は
、
近
世
の
⽝
大
成
経
⽞
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い

る
の
で
あ
る
。

以
上
の
諸
点
か
ら
、
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
文
章
系
図
は
、⽝
諏
方
大
明
神

画
詞
⽞
や
前
田
本
⽝
神
氏
系
図
⽞、⽝
大
成
経
⽞
の
成
立
以
後
、
近
世
に
な
っ
て

か
ら
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
（
24
）。

四

二
人
の
初
代
大
祝

こ
こ
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
文
章
系
図
、
お
よ

び
そ
れ
を
利
用
し
た
⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
の
諏
訪
系
譜
部
分
が
近
世
以
降
の
も

の
で
あ
る
こ
と
は
明
確
と
な
っ
た
と
考
え
る
が
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
は
、
単
に
古
代
史
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
別
の
部
分

─
諏
訪
信
仰
の
伝
承
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面

─
を
考
え
て
い
く
上
で
も
意
味
を
持
つ
。
以
下
、
本
節
で
は
そ
の
点
に

つ
い
て
述
べ
よ
う
。

大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
文
章
系
図
の
内
容
に
関
し
て
、
近
年
原
直
正
氏
が
、

⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
や
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
を
古
代
史
研
究
に
積
極
的
に
利
用

す
る
金
井
典
美
氏
の
見
解
を
紹
介
し
な
が
ら
、

と
こ
ろ
で
こ
の
五
八
七
年
は
物
部
守
屋
が
蘇
我
馬
子
に
敗
れ
守
屋
が
殺
さ

れ
た
年
で
も
あ
る
。（
中
略
）
五
八
七
年
の
中
央
で
の
政
変
は
諏
訪
の
族

長
家
の
政
治
力
に
も
影
響
し
、
そ
れ
を
機
に
そ
の
所
領
で
あ
る
湖
南
の
山

麓
に
金
刺
氏
に
よ
っ
て
諏
訪
大
神
建
御
名
方
冨
命
を
祀
る
社
壇
が
構
え
ら

れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
筆
者
と
し
て
も
守
屋
大
臣
と
諏
訪
明
神
の
戦
い

の
説
話
は
そ
の
事
跡
を
背
景
に
成
立
し
た
も
の
と
想
像
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
（
25
）。

と
、
丁
未
の
乱
に
お
け
る
物
部
守
屋
の
敗
北
と
い
う
歴
史
上
の
出
来
事
と
関

わ
っ
て
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
に
記
さ
れ
る
⽛
用
明
天
皇
御
宇
二
年
⽜（
五
八
七

年
）
の
社
壇
建
立
も
行
わ
れ
た
と
想
定
し
、
さ
ら
に
そ
の
物
部
守
屋
と
関
わ
ら

せ
る
形
で
⽛
守
屋
大
臣
と
諏
訪
明
神
の
戦
い
の
説
話
⽜
の
成
立
の
事
情
に
ま
で

考
え
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
古
代
史
や
洩
矢
伝
承
（
諏
訪
明
神
垂

迹
の
際
に
モ
リ
ヤ
（
洩
矢
、
守
屋
大
臣
）
と
い
う
存
在
と
明
神
と
の
間
で
争
い

が
起
こ
る
と
い
う
話
）
に
関
す
る
推
測
は
、
前
節
で
指
摘
し
た
大
祝
本
⽝
神
氏

系
図
⽞
と
⽝
諏
方
大
明
神
画
詞
⽞・
前
田
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
と
の
関
係
を
踏
ま
え

れ
ば
、
再
考
の
余
地
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
④
⽛
脱
二
着
御
衣
於
神
子
一
、
吾
無
レ
体
以
レ
汝
為
レ

体
。
有
二
神
勅
一
隠
二
御
身
一
矣
⽜⽛
用
明
天
皇
御
宇
二
年
、
神
子
構
二
社
壇
于
湖

南
山
麓
一
⽜
は
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
前
田
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
⽛
脱
二
着
御
衣

於
童
子
一
、
吾
無
レ
体
以
レ
祝
為
レ
体
。
有
二
神
勅
一
隠
二
給
御
身
一
⽜⽛
用
明
天
皇

御
宇
…
…
于
彼
山
麓
構
二
社
壇
一
⽜
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
大
祝
本

⽝
神
氏
系
図
⽞
に
見
え
る
文
の
方
が
前
田
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
を
利
用
し
て
作
ら
れ

た
と
い
う
関
係
に
あ
る
と
判
ぜ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、⽛
用
明
天
皇
二
年
に
八

歳
の
神
子
が
湖
南
の
山
麓
（
守
屋
山
麓
）
に
社
壇
を
構
え
た
⽜
と
い
う
大
祝
本

⽝
神
氏
系
図
⽞
の
記
述
は
、⽛
用
明
天
皇
の
時
代
に
八
歳
の
童
子
有
員
（
と
諏
訪

明
神
）
が
守
屋
と
合
戦
を
し
て
勝
利
し
た
後
、
有
員
が
守
屋
山
麓
に
社
壇
を
構

え
た
⽜
と
い
う
前
田
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
物
語
を
換
骨
奪
胎
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
拙
稿
⽛
諏
訪
明
神
縁
起
に
お
け
る
聖
徳
太
子
伝
の
受
容
と
展
開
─

⽝
諏
方
大
明
神
講
式
⽞を
中
心
に
─
⽜（⽝
國
學
院
雑
誌
⽞第
百
二
十
二
巻
第
五
号
、

二
〇
二
一
年
五
月
）
に
て
論
じ
た
よ
う
に
、
前
田
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
守
屋
合

戦
の
物
語
は
、
編
者
諏
訪
貞
通
の
五
代
前
の
祖
先
で
あ
る
諏
訪
円
忠
が
そ
の
著

作
⽝
諏
方
大
明
神
講
式
（
26
）⽞
で
洩
矢
伝
承
に
中
世
太
子
伝
（
文
保
本
系
太
子
伝
）

の
内
容
を
結
び
つ
け
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
生
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
用
明
天
皇
二
年
の
社
壇
建
立
の
話
が
守
屋
と
関

わ
る
こ
と
自
体
は
間
違
い
な
い
も
の
の
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
古
代
の
歴
史
上
に

実
在
し
た
物
部
守
屋
と
の
関
わ
り
で
は
な
く
、
諏
訪
信
仰
の
中
の
⽛
洩
矢
⽜
と

太
子
伝
の
中
の
⽛
物
部
守
屋
⽜
が
習
合
し
た
中
世
以
降
の
伝
承
上
の
〈
モ
リ
ヤ
〉

の
物
語
と
の
関
わ
り
な
の
で
あ
る
（
27
）。
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
用
明
天
皇
二
年

社
壇
建
立
記
事
が
⽝
諏
方
大
明
神
講
式
⽞
以
来
の
太
子
伝
の
受
容
、
洩
矢
伝
承

の
展
開
の
流
れ
に
連
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
拙
稿
⽛
諏
訪
信
仰
に
お
け
る
聖
徳

太
子
伝
の
影
響
─
物
部
守
屋
に
注
目
し
て
─
⽜（⽝
伝
承
文
学
研
究
⽞
第
七
十
号
、

二
〇
二
一
年
八
月
）で
も
推
論
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、そ
れ
が
前
田
本⽝
神

氏
系
図
⽞
と
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
先
後
関
係
の
確
定
に
よ
っ
て
こ
の
度
証



― 10 ―― 11 ―

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
記
事
を
以
上
の
よ
う
に
捉
え
る
と
、
系
図

の
中
で
⽛
神
子
⽜
と
⽛
有
員
⽜
と
い
う
二
人
の
初
代
大
祝
と
言
う
べ
き
人
物
が

存
在
す
る
理
由
も
明
瞭
に
な
り
、
同
時
に
諏
訪
上
社
の
氏
祖
伝
承
の
近
世
に
至

る
展
開
の
様
子
も
具
体
的
に
窺
え
る
よ
う
に
も
な
る
。

そ
も
そ
も
⽛
神
子
⽜
と
い
う
存
在
は
、
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
お
よ
び
そ
れ

に
影
響
を
受
け
た
と
思
し
き
系
図
資
料
以
外
の
、
前
近
代
の
諏
訪
信
仰
文
献
の

中
に
は
一
切
姿
を
現
さ
な
い
。
前
田
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
⽛
脱
二
着
御
衣
於
童ㅟ

子
一
、
吾
無
レ
体
以
レ
祝
為
レ
体
⽜
が
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
で
⽛
脱
二
着
御
衣
於

神ㅟ

子
一
、
吾
無
レ
体
以
レ
汝
為
レ
体
⽜
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、⽛
童
子
⽜（
有
員
）
の
⽛
童
⽜
が
⽛
神
⽜
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
で
新
た

に
名
前
を
得
た
存
在
が
⽛
神
子
⽜
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。⽛
神
子
⽜
の
事
績

は
諏
訪
貞
通
（
京
都
諏
訪
氏
）
の
言
う
⽛
有
員
⽜
の
事
績
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
構
成

さ
れ
る
。⽛
神
子
⽜
の
背
景
に
は
、
京
都
諏
訪
氏
の
育
ん
だ
用
明
天
皇
の
時
代
の

初
代
大
祝
⽛
有
員
⽜
の
伝
承
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
諏
訪
地
方
の
諏
訪
上
社
に
お
い
て
は
、
そ
の
京
都
諏
訪
氏
の
も
の

と
は
異
な
っ
た
⽛
有
員
⽜
の
伝
承
が
存
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
神
長
満
実
の

⽝
諏
訪
大
明
神
深
秘
御
本
事
大
事
⽞（
十
五
世
紀
後
半
頃
成
立
。⽝
諏
訪
史
料
叢

書
⽞
巻
三
十
所
収
）
に
は
⽛
当
社
明
神
雄
略
天
皇
御
代
信
濃
国
諏
方
郡
垂
跡
。

大
銅
元
年
丙戌

御
衣
表
祝
有
員
分
身
已
来
代
々
祝
殿
別
儀
古
記
候
⽜
と
あ
り
、
ま
た

満
実
の
子
の
神
長
頼
真
に
よ
る⽝
大
祝
殿
御
即
位
の
時
禰
宜
方
と
申
事
次
第
事
⽞

（
天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
成
立
。⽝
諏
訪
史
料
叢
書
⽞
巻
二
十
六
所
収
）
に
は

⽛
御
即
位
の
秘
法
授
申
事
、大
同
元
年
御
表
衣
祝
殿
以
来
神
長
役
に
候
⽜と
あ
る
。

初
代
大
祝
（
御
衣
表
祝
）
有
員
は
用
明
天
皇
の
時
代
で
は
な
く
大
同
元
年
（
八

〇
六
）
に
祝
と
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。⽝
諏
訪
上
社
社
例
記
⽞（
延
宝
七
年

（
一
六
七
九
）
成
立
）
に
⽛
平
城
天
皇
御
宇
、
御
表
衣
祝
有
員
社
務
、
是
大
祝
肇

祖
也
（
28
）⽜、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
の
年
記
を
持
つ
大
祝
家
文
書
（
諏
訪
市
博
物

館
所
蔵
）
内
の
系
図
⽝
諏
方
氏

平
姓
⽞
に
⽛
桓
武
天
皇
第
六
ノ
皇
子
ヲ
曰
フ
二
有

員
ト
一
。
平
城
天
皇
大
同
元
丙戌

年
、
始
テ
賜
テ
二
平
ノ
姓
ヲ
一
、
任
ス
二
信
州
諏
方
上
ノ
宮

大
祝
ノ
職
ニ
一
（
29
）⽜
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
（
30
）、
こ
の
大
同
元
年
（
平
城
天
皇
御
宇
）
の
有

員
伝
承
は
中
世
の
神
長
家
（
守
矢
氏
）
に
限
ら
ず
、
近
世
ま
で
諏
訪
上
社
内
部

で
連
綿
と
継
承
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
が
⑥
で
延
暦

二
十
年
（
八
〇
一
）
の
高
丸
討
伐
に
有
員
が
参
加
し
戦
後
に
大
祝
（
御
衣
着
祝
）

と
な
っ
た
と
し
て
い
る
の
も
、
や
は
り
上
社
側
の
説
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
諏
訪
信
仰
の
初
代
大
祝
有
員
の
説
に
は
京
都
諏

訪
氏
側
に
よ
る
〈
用
明
天
皇
の
時
代
の
初
代
大
祝
説
〉
と
諏
訪
上
社
側
に
よ
る

〈
平
城
天
皇
の
時
代
の
初
代
大
祝
説
〉
の
二
系
統
が
あ
り
、
そ
の
両
者
が
大
祝
本

⽝
神
氏
系
図
⽞
に
は
流
れ
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
⽛
神
子
⽜
と
い
う
新

た
な
存
在
が
作
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
。

京
都
諏
訪
氏
側
の
伝
承
が
太
子
伝
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
よ
り
古
く
か
ら
あ
っ
た
の
は
諏
訪
上
社
側
の
大
同
元
年

の
伝
承
の
方
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
長
い
間
、
諏
訪
で
は
大
同
元
年
伝
承
の
み
が
存

在
す
る
状
態
が
続
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
大
祝
家
文
書
の

中
に
前
田
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
同
内
容
の
別
本
⽝
前
田
氏
所
蔵
巻
軸
諏
訪
氏
古

系
図
（
31
）⽞
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
つ
頃
か
ら
か
、
京
都

諏
訪
氏
側
の
伝
承
も
諏
訪
に
入
っ
て
き
て
い
た
。
二
系
統
の
相
容
れ
な
い
伝
承

が
諏
訪
と
い
う
場
に
揃
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
状
況
の
中
で
、
並
立

状
態
の
両
説
を
合
理
的
に
解
釈
し
、
再
構
成
し
よ
う
と
し
て
生
成
さ
れ
た
の
が



― 10 ―― 11 ―

大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
文
章
系
図
の
後
半
部
の
内
容
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
に
見
え
る
神
氏
の
祖
の
物
語
は
、〈
用
明
天
皇
の
時
代
の

初
代
大
祝
有
員
〉
と
〈
平
城
天
皇
の
時
代
の
初
代
大
祝
有
員
〉
の
ど
ち
ら
か
を

完
全
に
捨
て
去
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
せ
ず
に
、
可
能
な
限
り
両
者
を
一
連
の
話

と
し
て
整
合
さ
せ
よ
う
と
し
た
結
果
生
み
出
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
過
程

に
お
い
て
、
二
人
の
⽛
有
員
⽜
の
う
ち
の
片
方
は
、⽛
有
員
⽜
で
な
い
者
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
諏
訪
の
氏
祖
伝
承
の
展
開
と
変
容
の
果
て
に

位
置
す
る
の
が
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
で
あ
り
、⽛
神
子
⽜
と
い
う
存
在
で
あ
っ

た
。

五

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
に
見
え
る
諏
訪
系
譜
の
内
容
が
大
祝

本
⽝
神
氏
系
図
⽞
と
金
刺
氏
系
図
を
組
み
合
わ
せ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
文
章
系
図
の
内
容
が
京
都
諏
訪
氏
所
縁
の
有
員

伝
承
や
諏
訪
上
社
所
縁
の
有
員
伝
承
な
ど
様
々
な
も
の
を
取
り
込
ん
で
近
世
以

降
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。
①
の
神
代
記
事
、
②
の
国

造
記
事
、
④
の
神
子
の
記
事
、
⑥
の
有
員
の
記
事
と
、
他
文
献
や
伝
承
に
拠
っ

て
そ
れ
を
再
構
成
し
た
も
の
を
多
く
含
み
込
ん
で
い
る
の
が
大
祝
本
⽝
神
氏
系

図
⽞
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
金
刺
氏
本
位
に
再ㅟ

再ㅟ

構
成
し
て
阿
蘇
氏
の
系
図

に
接
続
し
た
の
が
⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
で
あ
る
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
加
え
て
言
え
ば
、
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
文
章
系
図
前
半
に
あ
る
国

造
関
連
記
事
の
⽛
健
甕
富
命
⽜⽛
諸
日
別
命
⽜
と
い
っ
た
金
刺
氏
の
系
譜
に
連
な

る
人
名
な
ど
も
、古
代
か
ら
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
と
は
考
え
難
い
。

そ
れ
ら
の
情
報
は
上
社
側
の
大
祝
家
文
書
に
数
多
く
現
存
す
る
系
図
類
に
は
記

載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
金
刺
氏
の
後
裔
を
自
認
す
る
下
社
側
か
ら
齎
さ
れ
た
も
の

と
思
し
い
が
、
当
の
下
社
は
戦
国
時
代
に
大
祝
金
刺
氏
嫡
流
が
断
絶
、
社
殿
も

悉
く
燃
亡
し
、
そ
れ
以
前
の
下
社
所
蔵
・
社
家
所
蔵
文
献
は
ほ
ぼ
残
っ
て
い
な

い
と
い
う
状
態
に
あ
る
。
近
世
後
期
の
下
社
の
大
祝
に
し
て
国
学
者
で
も
あ
っ

た
金
刺
信
古
（
一
八
一
八
～
一
八
五
九
）
は
、
著
作
⽝
蒼
生
塚
根
元
記
⽞
の
奥

書
に
⽛
信
濃
国
造
建
五
百
建
命
苗
裔

金
刺
信
古
⽜
と
署
名
す
る
な
ど
（
32
）⽛
建
五

百
建
命
苗
裔
⽜
た
る
こ
と
を
強
く
自
認
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
石
埜
三
千
穂
氏

が
、

幕
末
の
神
官
た
ち
は
並
べ
て
国
学
者
で
も
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
は
金
刺
の

血
を
引
く
一
族
と
し
て
の
自
負
の
上
に
立
ち
、
国
学
の
知
識
に
よ
っ
て
、

独
自
に
⽛
建
五
百
建
命
苗
裔
⽜
を
名
乗
っ
た
と
み
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

激
し
い
盛
衰
の
歴
史
、
中
世
と
い
う
長
い
時
代
を
経
て
い
る
こ
と
な
ど
を

踏
ま
え
れ
ば
、
一
族
の
記
憶
と
し
て
建
五
百
建
の
名
を
伝
え
て
い
た
と
は

な
か
な
か
に
考
え
に
く
い
（
33
）。

と
す
る
通
り
、
近
世
の
下
社
社
家
が
そ
う
し
た
系
譜
意
識
を
⽝
旧
事
本
紀
⽞
の

国
造
本
紀
な
ど
か
ら
再
構
築
し
て
い
っ
た
結
果
と
見
る
の
が
良
い
（⽛
建
五
百

建
命
⽜
は
⽝
旧
事
本
紀
⽞
国
造
本
紀
に
見
え
る
人
物
）。
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞

と
同
様
に
金
刺
氏
の
系
図
に
も
⽝
大
成
経
⽞
の
影
響
下
に
あ
る
⽛
許
々
意
命
⽜

の
存
在
が
確
認
で
き
る
こ
と
も
、
金
刺
氏
系
図
の
古
代
部
分
が
近
世
以
降
に
形

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
方
を
支
持
す
る
。

さ
ら
に
⽝
大
成
経
⽞
や
⽝
旧
事
本
紀
⽞
に
関
す
る
点
に
つ
い
て
付
言
す
れ
ば
、

中
田
憲
信
編
⽝
諸
系
譜
⽞
第
六
冊
・
第
十
三
冊
・
第
二
十
八
冊
（
国
立
国
会
図

書
館
蔵
）
所
収
神
氏
・
諏
訪
氏
系
図
の
⽛
兄
武
彦
命

若
桜
宮
朝
定
賜
洲
羽
国
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造
⽜（
健
隈
照
命
の
祖
父
と
し
て
配
さ
れ
て
い
る
）、
お
よ
び
そ
の
弟
の
⽛
弟
武

彦
命

同
宮
朝
定
賜
木
蘇
国
造
⽜
と
い
っ
た
、
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
や
金
刺

氏
系
図
に
は
見
ら
れ
な
い
、
洲
羽
・
木
蘇
国
造
の
祖
と
設
定
さ
れ
る
人
物
の
記

述
に
つ
い
て
も
、⽝
大
成
経
⽞
国
造
本
紀
の
⽛
洲
輪
国
造
。
若
桜
宮
御
代
、
洲
輪

大
神
孫
兄
武
彦
命
、
任
賜
国
造
⽜⽛
木
襲
国
造
。
若
桜
宮
御
代
、
洲
輪
大
神
孫
弟

武
彦
命
、
任
賜
国
造
⽜
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、⽝
好
古
類

纂
⽞
所
載
⽛
諏
訪
家
譜
⽜
で
は
兄
武
彦
命
・
弟
武
彦
命
の
親
と
し
て
⽛
建
大
臣

命
⽜
が
置
か
れ
、
そ
の
人
物
が
⽛
纏
向
日
代
大
宮
朝
定
洲
羽
国
造
⽜
と
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
ち
ら
は
⽝
旧
事
本
紀
⽞
国
造
本
紀
に
⽛
那
須
国
造

纏
向
日
代
朝

御
代
、
建
沼
河
命
孫
大
臣
命
定
二
賜
国
造
一
（
34
）⽜
と
あ
る
那ㅟ

須ㅟ

国
造
大
臣
命
が
延
佳

本
（
度
会
延
佳
⽝
鼇
頭
旧
事
紀
⽞）
で
⽛
須ㅟ

羽ㅟ

国
造
⽜
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
由
来
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
文
章
系
図
部
分
も
、⽝
阿
蘇
家
略

系
譜
⽞
の
諏
訪
系
譜
部
分
も
、
現
存
す
る
金
刺
氏
系
図
も
、
そ
の
他
中
田
憲
信

が
蒐
集
し
た
諏
訪
関
係
の
系
図
も
、
古
代
の
歴
史
的
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
力

は
持
た
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
そ
れ
ら
は
、
近
世
以
降
の
系
図
を
め
ぐ

る
営
為
の
産
物
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
真
価
を
発
揮
す
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
の
う
ち
、⽝
旧
事
本
紀
⽞
お
よ
び
⽝
大
成

経
⽞
に
関
す
る
点
は
、
国
造
を
先
祖
に
据
え
る
よ
う
な
内
容
を
持
つ
近
世
以
降

に
蒐
集
・
編
纂
さ
れ
た
他
地
域
の
系
図
を
考
え
る
際
に
も
新
た
な
視
点
を
齎
す

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。⽝
旧
事
本
紀
⽞
や
⽝
大
成
経
⽞
の
⽛
国
造
本
紀
⽜
が

全
国
各
地
の
人
々
の
系
譜
認
識
に
与
え
た
影
響
は
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
が
あ
っ
た

だ
ろ
う
か
。
諏
訪
の
こ
と
か
ら
考
え
を
進
め
て
、
今
後
は
そ
う
し
た
点
に
つ
い

て
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

〈
注
〉

（
⚑
）
田
中
卓
⽛⽝
評
（
督
）⽞
に
関
す
る
新
史
料
五
点
⽜（⽝
日
本
上
古
史
研
究
⽞

第
一
巻
第
一
号
、
一
九
五
七
年
）
三
・
四
頁
。
本
稿
に
お
い
て
⽝
阿
蘇

家
略
系
譜
⽞
は
田
中
卓
⽝
田
中
卓
著
作
集
二
日
本
国
家
の
成
立
と
諸
氏

族
⽞（
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
八
年
）
の
付
録
の
翻
刻
に
よ
り
引
用
・
参

照
し
た
。
な
お
、
本
稿
で
文
献
を
引
用
す
る
際
は
適
宜
句
読
点
・
返
り

点
・
傍
線
等
を
付
し
た
。

（
⚒
）
⽝
諏
訪
史
料
叢
書
⽞
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
元
は
大
祝
諏
方
家
の
蔵
書
で

あ
っ
た
が
後
に
故
あ
っ
て
諏
訪
教
育
会
蔵
と
な
っ
た
と
い
う
。

（
⚓
）
金
井
典
美
⽛
諏
訪
神
社
神
官
考
⽜（⽝
諏
訪
信
仰
史
⽞
名
著
出
版
、
一
九

八
二
年
）
一
〇
七
─
一
一
〇
頁
。

（
⚔
）
⽝
諏
訪
市
史
⽞
上
巻
（
諏
訪
市
、
一
九
九
五
年
）
六
二
一
頁
。

（
⚕
）
村
崎
真
智
子
⽛
異
本
阿
蘇
氏
系
図
試
論
⽜（
劉
茂
源
編
⽝
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

コ
ト
バ
の
人
類
学

國
分
直
一
博
士
米
寿
記
念
論
文
集
⽞
慶
友
社
、
一

九
九
六
年
）。

（
⚖
）
小
林
敏
男
⽛
科
野
（
信
濃
）
国
造
に
関
す
る
考
察
⽜（
井
原
今
朝
男
・
牛

山
佳
幸
編
⽝
論
集
東
国
信
濃
の
古
代
中
世
史
⽞
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
八

年
）
一
四
─
二
三
頁
。

（
⚗
）
田
中
卓⽛
古
代
信
濃
の
謎
─
諏
訪
大
社
の
鎮
座
を
め
ぐ
っ
て
─
⽜（⽝
続
・

田
中
卓
著
作
集
一
伊
勢
・
三
輪
・
賀
茂
・
出
雲
の
神
々
⽞
国
書
刊
行
会
、

二
〇
一
一
年
）。

（
⚘
）
田
島
公
⽛
三
川
・
穂
・
三
野
・
科
野
・
越
の
地
域
と
社
会
⽜（
吉
村
武
彦
・
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川
尻
秋
生
・
松
木
武
彦
編⽝
シ
リ
ー
ズ
地
域
の
古
代
日
本
東
国
と
信
越
⽞

K
A
D
O
K
A
W
A
、
二
〇
二
二
年
）。

（
⚙
）
直
近
の
鵜
飼
幸
雄
⽛
諏
訪
大
社
上
社
本
宮
鎮
座
起
源
に
つ
い
て
の
考
古

学
的
考
察
⽜（⽝
信
濃
⽞
第
七
十
五
巻
第
五
号
、
二
〇
二
三
年
五
月
）
で

も
、⽝
諏
訪
市
史
⽞
を
参
照
し
て
⽛
諏
訪
大
社
上
社
本
宮
の
成
立
は
、⽛
神

氏
系
図
⽜・⽛
阿
蘇
家
略
系
図
⽜
の
記
載
か
ら
、
湖
南
の
山
麓
に
社
壇
が

構
え
ら
れ
た
用
明
二
年
（
五
八
七
）
と
さ
れ
て
い
る
⽜（
一
頁
）
と
い
う

説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
井
原
今
朝
男
⽛
神
社
史
料
の
諸
問
題

諏
訪
神
社
関
係
史
料
を
中
心
に
⽜（⽝
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
⽞

第
百
四
十
八
集
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
）
や
佐
藤
雄
一
⽛
建
御
名
方
神

の
創
作
と
太
（
多
）
氏
⽜（⽝
古
代
信
濃
の
氏
族
と
信
仰
⽞
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
二
一
年
）
の
よ
う
に
、
村
崎
論
を
う
け
て
古
代
の
史
料
と
し
て
は

扱
わ
な
い
例
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
。

（
10
）
井
原
今
朝
男
、
注
⚙
前
掲
論
文
、
二
六
一
頁
。

（
11
）
村
崎
真
智
子
、
注
⚕
前
掲
論
文
、
二
一
五
頁
。

（
12
）
推
古
天
皇
の
は
ず
だ
が
⽝
金
刺
氏
略
系
図
⽞
で
は
⽛
敏
達
天
皇
⽜
と
い

う
文
字
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
延
川
和
彦
著
・
飯
田
好
太
郎
補

⽝
修
補
諏
訪
氏
系
図
正
編
⽞（
飯
田
好
太
郎
、一
九
二
一
年
）所
載
の⽝
一

本
金
刺
氏
系
図
⽞
で
は
⽛
敏
達
天
皇
⽜
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

（
13
）
中
田
憲
信
が
⽝
好
古
類
纂
⽞
二
編
第
三
集
（
好
古
社
、
一
九
〇
四
年
）

に
掲
載
し
た
諏
訪
氏
の
系
図⽛
諏
訪
家
譜
⽜（⽝
修
補
諏
訪
氏
系
図
正
編
⽞

所
載
の
諏
訪
氏
系
図
は
こ
れ
を
転
載
し
た
も
の
）
で
は
、⽛
建
速
素
戔
烏

大
神
─〈
中
略
（
五
代
）〉─
大
国
主
大
神
─
健
御
名
方
大
神
─
伊
豆
早

雄
命
─〈
中
略
（
十
二
代
）〉─
武
国
津
見
命
─
健
隈
照
命
─
武
諸
日

命
─
健
莒
止
理
命
─
伊
努
古
君
─
世
襲
彦
君
─
金
弓
君
─
麻
背
君
（
又

名
五
百
足
君
）─
乙
頴
（
称
神
子
又
熊
子
）─
弟
兄
子
（
又
名
乙
名
子
）─

国
積
─
猪
麿
─
狭
田
野
─
鷹
取
（
初
名
豊
麿
）─
繁
魚
（
初
名
生
足
）─

清
主
（
初
名
豊
足
）─
有
員
（
初
名
武
麿
）⽜（
以
下
上
社
大
祝
諏
訪
氏
へ

続
く
。
線
系
図
自
体
は
タ
ケ
ミ
ナ
カ
タ
か
ら
繋
が
っ
て
い
る
も
の
の
、

途
中
の
⽛
武
諸
日
命
⽜
が
⽛
実
者
科
野
国
造
健
甕
富
命
之
子
也
⽜
と
さ

れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
系
図
だ
と
諏
訪
氏
は
⽝
阿
蘇
家
略
系
譜
⽞
と
同

様
に
神
武
天
皇
の
男
系
子
孫
と
な
る
）
と
な
っ
て
い
る
。
武
国
津
見
命

よ
り
前
の
代
や
弟
兄
子
よ
り
後
の
代
が
記
さ
れ
て
お
り
、
二
系
統
の
系

図
が
合
成
さ
れ
て
い
る
様
子
が
よ
り
わ
か
り
や
す
い
。
な
お
、⽛
諏
訪

家
譜
⽜
の
有
員
の
尻
付
の
内
容
は
第
三
・
四
節
で
触
れ
る
大
祝
本
⽝
神

氏
系
図
⽞
や
⽝
画
詞
⽞
の
田
村
麻
呂
の
高
丸
討
伐
の
記
事
に
近
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
が
、⽛
諏
訪
家
譜
⽜
に
お
い
て
は
⽝
画
詞
⽞
と
の
類
似
点

を
持
ち
つ
つ
も
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
場
合
よ
り
⽝
画
詞
⽞
と
の
一

致
度
が
下
が
っ
て
い
る
様
子
が
看
取
で
き
る
（
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞

で
⽝
画
詞
⽞
と
近
似
す
る
⽛
帰
洛
之
後
達
二
天
聴
一
、
下
二
行
宣
旨
一
⽜⽛
復

当
二
于
寅
申
支
干
一
、
以
二
一
国
貢
税
課
役
一
、
創
二
式
年
造
営
一
⽜
の
箇

所
が
⽛
諏
訪
家
譜
⽜
で
は
そ
れ
ぞ
れ
⽛
達
之
天
聴
朝
宣
下
⽜⽛
尓
後
当
于

寅
申
之
年
以
一
国
貢
税
課
役
行
式
年
造
営
⽜
と
な
っ
て
い
る
上
、⽛
諏
訪

家
譜
⽜
で
は
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
⽛
充
二
年
中
七
十
余
日
神
事
ノ
要

脚
一
⽜
に
あ
た
る
文
章
が
存
在
し
な
い
）。
元
か
ら
⽝
画
詞
⽞
に
近
い
文

章
に
手
が
加
わ
っ
て
さ
ら
に
⽝
画
詞
⽞
に
近
づ
い
た
と
想
定
す
る
よ
り

は
、⽝
画
詞
⽞
に
近
い
文
章
が
改
変
さ
れ
て
⽝
画
詞
⽞
か
ら
離
れ
た
と
考

え
る
方
が
自
然
で
あ
り
、⽛
諏
訪
家
譜
⽜
が
大
祝
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
か
ら
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派
生
し
た
と
い
う
こ
と
が
こ
の
点
か
ら
も
窺
え
る
。
な
お
、
知
久
氏
の

系
図
で
あ
る
⽝
知
久
家
系
譜
⽞（⽝
伊
那
史
料
叢
書
⽞
第
九
（
伊
那
史
料

叢
書
刊
行
会
、
一
九
二
五
年
）
所
収
）
や
⽝
知
久
氏
系
譜
⽞（
知
久
利
雄

⽛
下
野
知
久
氏
の
祖
右
衛
門
八
の
先
祖
に
つ
い
て
⽜（⽝
下
野
の
姓
氏
⽞

第
九
号
、
一
九
七
六
年
十
月
）
所
収
）
の
古
代
部
分
の
内
容
も
⽛
諏
訪

家
譜
⽜
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
右
の
こ
と
は
そ
れ
ら
知
久
氏
の
系
図
の
場
合

に
お
い
て
も
当
て
は
ま
る
。

（
14
）
⽝
諏
方
大
明
神
画
詞
⽞
の
引
用
は
近
藤
喜
博
・
宮
地
崇
邦
編
⽝
中
世
神
仏

説
話

続
々
⽞（
古
典
文
庫
、
一
九
七
一
年
）
に
よ
る
。

（
15
）
前
田
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
に
つ
い
て
は
、
石
井
裕
一
朗
⽛
中
世
後
期
京
都

に
お
け
る
諏
訪
氏
と
諏
訪
信
仰
─⽝
諏
訪
大
明
神
絵
詞
⽞
の
再
検
討
─
⽜

（⽝
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
⽞
四
十
一
巻
二
号
、
二
〇
一
〇
年
一
月
）、

中
澤
克
昭
⽛
神
を
称
す
る
武
士
た
ち
─
京
都
諏
訪
氏
と
鷹
道
─
⽜（⽝
狩

猟
と
権
力
日
本
中
世
に
お
け
る
野
生
の
価
値
⽞
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
〇
二
二
年
）
に
詳
し
い
。

（
16
）
前
田
本
⽝
神
氏
系
図
⽞
の
引
用
は
宮
地
直
一
⽝
諏
訪
史
⽞
第
二
巻
前
編

（
信
濃
教
育
会
諏
訪
部
会
、
一
九
三
一
年
）
に
よ
る
。

（
17
）
⽝
日
本
書
紀
⽞
の
引
用
は
神
野
志
隆
光
・
金
沢
英
之
・
福
田
武
史
・
三
上

喜
孝
校
注
⽝
新
釈
全
訳

日
本
書
紀
⽞（
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）
に
よ

る
。

（
18
）
拙
稿
⽛⽝
先
代
旧
事
本
紀
⽞
の
受
容
と
神
話
の
変
奏
─
神
社
関
連
記
事
の

利
用
を
め
ぐ
っ
て
─
⽜（⽝
國
學
院
雑
誌
⽞
第
百
二
十
一
巻
第
十
号
、
二

〇
二
〇
年
十
月
）
参
照
。

（
19
）
な
お
、
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
の
奥
書
を
持
つ
⽝
信
濃
国
一
宮

諏
方
本
社
上
宮
御
鎮
坐
秘
伝
記
⽞（
大
祝
家
文
書
）
に
は
⽝
古
事
記
⽞
か

ら
の
引
用
が
あ
る
が
（
加
え
て
⽝
文
徳
実
録
⽞
や
⽝
三
代
実
録
⽞
と
い
っ

た
六
国
史
か
ら
の
引
用
も
あ
る
）、
宮
地
直
一
が
⽝
諏
訪
史
⽞
第
二
巻
後

編
（
信
濃
教
育
会
諏
訪
部
会
、
一
九
三
七
年
）
二
六
頁
で
⽛
そ
の
内
容

よ
り
す
る
に
、
恐
ら
く
は
社
例
記
よ
り
も
後
に
出
来
た
も
の
で
、
天
文

の
年
次
は
信
用
す
る
に
足
ら
ぬ
⽜
と
す
る
よ
う
に
、⽝
上
宮
御
鎮
坐
秘
伝

記
⽞
が
天
文
二
十
二
年
成
立
と
い
う
の
は
考
え
難
く
、
近
世
以
降
の
も

の
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
本
文
中
で
⽛
神
之
和
魂
陰
霊
鎮
坐
之
処
也
⽜

⽛
神
之
荒
魂
陽
霊
鎮
坐
之
処
也
⽜⽛
信
濃
国
一
宮
上
諏
方
南
方
刀
美
神
和

魂
荒
魂
二
座
宮
神
主
⽜
な
ど
と
国
学
で
重
視
さ
れ
た
⽛
和
魂
⽜⽛
荒
魂
⽜

の
概
念
を
頻
繁
に
用
い
て
い
る
こ
と
や
、
奥
書
の
神
長
守
矢
氏
の
署
名

が
⽛
五
官
神
長
官
⽜
と
な
っ
て
い
る
（
守
矢
氏
の
職
の
称
が
⽛
神
長
官
⽜

に
固
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
天
文
の
後
の
永
禄
年
間
の
こ
と
で
、

そ
れ
ま
で
は
⽛
神
長
⽜
の
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
宮
坂
光
昭
⽛
諏

訪
上
社
神
長
守
矢
氏
の
呼
称
に
つ
い
て
⽜（⽝
諏
訪
市
史
研
究
紀
要
⽞
第

一
号
、
一
九
八
九
年
三
月
）
参
照
）
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

（
20
）
拙
稿
⽛⽝
諏
方
大
明
神
画
詞
⽞
の
受
容
史
─
国
譲
り
神
話
の
扱
い
を
中
心

に
─
⽜（⽝
国
語
国
文
研
究
⽞
第
百
六
十
号
、
二
〇
二
三
年
三
月
）
参
照
。

（
21
）
桐
原
建
⽛⽝
神
氏
系
図
⽞
始
末
⽜（⽝
伊
那
⽞
第
四
十
七
巻
第
五
号
、
一
九

九
九
年
五
月
）
三
二
・
三
三
頁
。

（
22
）
⽝
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
⽞
の
引
用
は
⽝
続
神
道
大
系
⽞
に
よ
る
。

（
23
）
⽝
信
濃
地
名
考
⽞
上
巻
の
当
該
箇
所
の
⽛
或
曰
⽜
が
⽝
大
成
経
⽞
と
関
係

の
あ
る
文
で
あ
る
こ
と
は
、
同
じ
⽝
信
濃
地
名
考
⽞
の
中
巻
の
⽛
古
礼

毛
我
御
製
⽜
項
に
見
え
る
⽛
或
曰
、
若
桜
宮
天
皇
御
製

洲
輪
之
海
衣
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服
之
崎
乎
来
而
見
諸
者
降
士
之
嶽
漕
麼
海
士
之
釣
舟
⽜
と
ほ
ぼ
同
じ
文

が
⽝
大
成
経
⽞
巻
六
十
二
詠
歌
本
紀
下
に
あ
る
こ
と
や
、
同
巻
の
⽛
吉

蘇
路
⽜
項
に
見
え
る
⽛
或
曰
、
若
桜
宮
御
代
、
洲
羽
大
神
孫
弟
武
彦
命
、

任
二
賜
木
襲
国
造
一
。
又
曰
、
日
本
武
尊
留
二
更
科
県
一
、
渡
レ
海
越
レ
山
、

撃
二
洲
輪
国
一
。
遣
二
黄
蕨
武
彦
連
一
、
伏
二
雁
越
之
諸
国
一
。
遇
二
武
彦

連
一
、
従
二
大
北
国
一
経
二
木
襲
国
一
、
出
二
箕
野
国
一
⽜
と
ほ
ぼ
同
じ
文
が

⽝
大
成
経
⽞
巻
二
十
一
神
皇
本
紀
下
巻
上
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

（
24
）
な
お
、
⑥
に
出
て
く
る
⽛
神
兵
⽜
と
い
う
語
は
、⽝
画
詞
⽞
が
三
韓
出
兵
・

高
丸
討
伐
に
お
け
る
諏
訪
明
神
の
性
格
を
表
現
す
る
た
め
に
⽝
日
本
書

紀
⽞
か
ら
取
り
入
れ
て
用
い
た
も
の
で
あ
る
（
拙
稿
⽛
神
功
皇
后
三
韓

出
兵
譚
と
⽝
諏
方
大
明
神
画
詞
⽞─
天
皇
を
権
威
付
け
る
縁
起
─
⽜（⽝
国

語
と
国
文
学
⽞
第
百
巻
第
六
号
、
二
〇
二
三
年
六
月
）
参
照
）。

（
25
）
原
直
正
⽛
守
屋
山
の
習
俗
と
伝
承
⽜（
山
本
ひ
ろ
子
編
⽝
諏
訪
学
⽞
国
書

刊
行
会
、
二
〇
一
八
年
）
一
七
一
頁
。

（
26
）
こ
の
⽝
諏
方
大
明
神
講
式
⽞
の
唯
一
の
現
存
写
本
が
諏
訪
貞
通
書
写
本

で
あ
る
。

（
27
）
古
代
に
お
け
る
諏
訪
と
物
部
氏
の
関
係
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
金
井
典

美
⽛
諏
訪
信
仰
の
性
格
と
そ
の
変
遷
⽜（
古
部
族
研
究
会
編
⽝
諏
訪
信
仰

の
発
生
と
展
開
⽞
人
間
社
、
二
〇
一
七
年
、
初
版
一
九
七
八
年
）
は
、

⽝
旧
事
本
紀
⽞巻
第
五
天
孫
本
紀
に
物
部
麻
佐
良
の
妻
と
し
て⽛
須
羽
直
⽜

の
娘
⽛
妹
古
⽜（
物
部
麁
鹿
火
の
母
）
の
名
が
見
え
る
と
い
う
点
か
ら
、

須
羽
国
造
た
る
須
羽
直
と
物
部
氏
の
繋
が
り
を
想
定
し
て
い
る
（
六

九
・
七
〇
頁
）。
し
か
し
、
近
年
の
古
代
史
学
の
成
果
で
あ
る
佐
藤
雄
一

⽛
科
野
国
造
の
成
立
と
展
開
─
諏
訪
国
造
と
関
連
し
て
─
⽜（⽝
古
代
信

濃
の
氏
族
と
信
仰
⽞
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
一
年
）
で
は
、
今
日
の
歴

史
学
の
研
究
状
況
か
ら
は
天
孫
本
紀
に
見
え
る
⽛
須
羽
直
⽜
は
六
世
紀

頃
の
信
濃
に
実
在
し
て
い
た
と
は
考
え
難
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

国
文
学
の
立
場
か
ら
の⽝
旧
事
本
紀
⽞研
究
の
成
果
で
あ
る
工
藤
浩⽛
ス

サ
ノ
ヲ
後
裔
系
譜
─⽛
地
ᷫ
本
紀
⽜
の
構
想
─
⽜（⽝
氏
族
伝
承
と
律
令
祭

儀
の
研
究
⽞
新
典
社
、
二
〇
〇
七
年
）
や
小
村
宏
史
⽛⽝
先
代
旧
事
本
紀
⽞

に
お
け
る
出
雲
系
神
格
の
位
置
─⽛
天
璽
瑞
宝
十
種
⽜
の
造
形
に
関
す

る
一
試
案
─
⽜（
工
藤
浩
編
⽝
先
代
旧
事
本
紀
論

史
書
・
神
道
書
の
成

立
と
受
容
⽞
花
鳥
社
、
二
〇
一
九
年
）
で
は
、⽛
須
羽
直
女
子
妹
古
⽜
は

諏
訪
と
物
部
氏
の
血
縁
関
係
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
⽝
旧
事
本
紀
⽞
の

意
図
に
よ
り
記
さ
れ
た
も
の
だ
と
説
明
さ
れ
る
。
歴
史
的
事
実
の
反
映

と
見
る
よ
り
は
、
そ
の
よ
う
に
⽝
旧
事
本
紀
⽞
自
体
の
論
理
に
要
請
さ

れ
た
記
述
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。⽝
旧
事
本
紀
⽞
の
系
譜
記
事
の
中
の

⽛
須
羽
直
⽜
か
ら
六
世
紀
頃
の
歴
史
的
事
実
と
し
て
の
諏
訪
と
物
部
氏

の
関
係
を
説
明
す
る
こ
と
は
、
現
代
の
研
究
の
水
準
か
ら
は
難
し
い
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
金
井
氏
は
諏
訪
氏
の
一
族
の
上
原
氏
が
丹
波

国
物
部
郷
に
入
っ
て
式
内
社
⽛
須
波
伎
部
神
社
⽜
を
祀
っ
た
こ
と
（
上

原
氏
が
須
波
伎
部
神
社
を
祀
っ
た
こ
と
は
金
井
氏
の
推
定
だ
と
い
う
）

を
取
り
上
げ
て
⽛
物
部
氏
と
諏
訪
氏
と
の
密
接
な
関
係
は
こ
こ
に
も
あ

ら
わ
れ
て
い
る
⽜（
七
〇
頁
）
と
す
る
も
の
の
、
物
部
郷
と
い
う
土
地
に

諏
訪
氏
の
傍
流
が
十
二
世
紀
の
終
わ
り
頃
に
入
っ
て
き
た
こ
と
が
、
果

た
し
て
奈
良
時
代
以
前
に
お
け
る
物
部
氏
と
諏
訪
氏
と
の
関
係
と
い
う

も
の
と
ど
れ
ほ
ど
関
わ
り
の
あ
る
事
柄
な
の
か
、
不
明
瞭
で
あ
る
。
ま

た
須
波
伎
部
神
社
は
⽝
日
本
三
代
実
録
⽞
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
十
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二
月
八
日
条
に
⽛
授
二
丹
波
国
正
六
位
上
物
部
簀
掃
神
従
五
位
下
一
⽜
と

記
さ
れ
る
神
社
で
、⽛
須
波
⽜
と
付
き
は
す
る
が
実
際
の
と
こ
ろ
は
⽛
須

波
伎
（
簀
掃
）⽜
で
一
つ
の
言
葉
と
な
る
と
見
ら
れ
る
神
名
で
あ
り
、
諏

訪
と
の
関
わ
り
は
窺
い
難
い
神
で
あ
る
（
須
波
伎
部
神
社
に
つ
い
て
は

式
内
社
研
究
会
編
⽝
式
内
社
調
査
報
告
⽞
第
十
八
巻
山
陰
道
⚑
（
皇
學

館
大
學
出
版
部
、
一
九
八
四
年
）
の
⽛
湏
波
伎
部
神
社
⽜
項
参
照
）。
以

上
の
よ
う
に
、
金
井
氏
が
説
く
古
代
の
諏
訪
と
物
部
氏
の
関
係
は
、
今

日
で
は
成
り
立
ち
難
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
28
）
⽝
諏
訪
上
社
社
例
記
⽞
の
引
用
は
⽝
神
道
大
系
⽞
に
よ
る
。

（
29
）
⽝
諏
方
氏

平
姓
⽞
の
引
用
は
二
本
松
泰
子
⽛
大
祝
家
の
氏
祖
伝
承
─
諏

訪
市
博
物
館
所
蔵
大
祝
家
文
書
の
系
図
を
め
ぐ
っ
て
─
⽜（⽝
伝
承
文
学

研
究
⽞
第
六
十
九
号
、
二
〇
二
〇
年
八
月
）
に
よ
る
。

（
30
）
な
お
、⽝
諏
方
氏

平
姓
⽞
で
は
新
た
に
桓
武
天
皇
の
皇
子
と
す
る
説
が

加
わ
っ
て
い
る
。

（
31
）
二
本
松
康
宏
⽛
資
料
紹
介
諏
訪
市
博
物
館
所
蔵
大
祝
家
文
書
⽝
神
氏
系

図
⽞
影
印
⽜（
二
本
松
康
宏
編
⽝
諏
訪
信
仰
の
歴
史
と
伝
承
⽞
三
弥
井
書

店
、
二
〇
一
九
年
）
所
載
。

（
32
）
⽝
下
諏
訪
町
誌
⽞
中
巻
（
下
諏
訪
町
、
一
九
六
九
年
）
六
八
六
頁
。

（
33
）
石
埜
三
千
穂
⽛
タ
ケ
イ
に
つ
い
て
の
覚
書
⚑

武
居
祝
と
そ
の
実
際
⽜

（⽝
ス
ワ
ニ
ミ
ズ
ム
⽞
第
五
号
）
六
五
頁
。

（
34
）
⽝
先
代
旧
事
本
紀
⽞
の
引
用
と
延
佳
本
の
情
報
は
鎌
田
純
一
⽝
先
代
旧
事

本
紀
の
研
究
⽞
校
本
の
部
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
）
に
よ
る
。

（
ま
え
だ

り
ょ
う
た
ろ
う
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
PD
）


